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祖
国
解
放
戦
争
（
一
九
一
九
～
二
二
年
）
に
勝
利
し
、
独
立
国
家
と
し
て
歩
み
だ
し
た
ば
か
り
の
建
国
期
の
ト
ル
コ
共

和
国
に
と
っ
て
、
国
の
基
盤
整
備
は
重
要
課
題
だ
っ
た
。
こ
れ
に
即
応
す
る
た
め
、
外
国
人
建
築
家
の
就
労
を
可
能
と
す

る
産
業
奨
励
法
が
一
九
二
七
年
に
制
定
さ
れ
、
そ
の
後
、
一
九
四
〇
年
ま
で
の
間
に
、
ド
イ
ツ
や
オ
ー
ス
ト
リ
ア
を
中
心

に
一
四
名
の
建
築
家
、
都
市
計
画
家
が
公
式
に
招
へ
い
さ
れ
た
。
エ
ル
ン
ス
ト
・
エ
グ
リ
、
ク
レ
メ
ン
ス
・
ホ
ル
ツ
マ
イ

ス
タ
ー
に
始
ま
り
、
そ
の
後
、
ヘ
ル
マ
ン
・
ヤ
ン
セ
ン
、
パ
ウ
ル
・
ボ
ナ
ツ
、
ア
ン
リ
・
プ
ロ
ス
ト
、
ブ
ル
ー
ノ
・
タ
ウ

ト
、
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ワ
ー
グ
ナ
ー
な
ど
が
そ
の
一
部
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
外
国
人
専
門
家
た
ち
は
ト
ル
コ
共
和
国
に
お
い

て
、
建
築
教
育
、
都
市
計
画
、
公
共
建
築
の
設
計
を
主
と
し
て
担
当
し
た
。

　

ト
ル
コ
政
府
が
外
国
人
技
術
者
の
招
へ
い
を
行
っ
た
の
は
、
ケ
マ
ル
初
代
大
統
領
（
建
国
の
父
ア
タ
テ
ュ
ル
ク
）
の
欧

化
政
策
を
つ
つ
が
な
く
進
め
る
た
め
だ
っ
た
。
近
代
化
を
目
指
し
て
、
ケ
マ
ル
は
服
装
か
ら
文
字
、
音
楽
、
大
学
教
育
に

至
る
ま
で
西
洋
に
倣
う
姿
勢
を
と
っ
た
。
建
築
分
野
に
お
い
て
も
、
モ
ス
ク
を
連
想
さ
せ
る
ド
ー
ム
や
、
ミ
フ
ラ
ー
ブ
を

連
想
さ
せ
る
ニ
ッ
チ
な
ど
を
用
い
る
第
一
次
ナ
シ
ョ
ナ
ル
建
築
様
式
で
は
な
く
、
西
洋
の
建
築
様
式
を
求
め
た
。
し
か
し
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共
和
国
建
国
当
初
は
終
戦
ま
も
な
い
時
期
で
も
あ
り
、
自
国
に
十
分
な
人
材
や
技
術
の
蓄
積
が
な
か
っ
た
。
当
時
、
ト
ル

コ
人
建
築
家
の
数
は
全
国
で
一
五
〇
人
、
そ
の
約
半
分
で
あ
る
六
〇
～
七
〇
人
が
最
大
都
市
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
に
、
新
た
に

首
都
と
さ
れ
た
ア
ン
カ
ラ
に
は
三
〇
～
四
〇
人
、
イ
ズ
ミ
ル
に
は
三
人
、
ア
ダ
ナ
に
一
人
、
残
り
は
そ
の
他
の
県
に
散
ら

ば
っ
て
お
り
、
ケ
マ
ル
大
統
領
の
西
洋
化
政
策
の
下
、
新
都
ア
ン
カ
ラ
の
建
設
に
対
応
で
き
る
専
門
家
数
が
不
十
分
だ
っ

た
。
加
え
て
、
ケ
マ
ル
大
統
領
の
側
近
で
あ
っ
た
フ
ァ
リ
フ
・
ル
フ
ク
・
ア
タ
イ
の
よ
う
に
、
ト
ル
コ
人
建
築
家
の
水
準

を
必
要
以
上
に
過
小
評
価
し
た
官
僚
が
政
府
内
に
い
た
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
。

　

外
国
人
建
築
家
は
主
と
し
て
、
高
等
教
育
機
関
ま
た
は
教
育
省
実
務
局
に
着
任
し
た
。
中
に
は
両
方
を
兼
任
し
た
人
物

も
い
た
。
ま
ず
前
者
、
す
な
わ
ち
高
等
教
育
機
関
で
の
職
に
は
、
芸
術
ア
カ
デ
ミ
ー
（
現
ミ
ー
マ
ー
ル
・
ス
ィ
ナ
ン
大
学
）、

ヘ
ン
デ
セ
イ
・
ミ
ュ
リ
キ
イ
ェ
・
メ
ク
テ
ビ
（
現
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
工
科
大
学
）
な
ど
建
築
学
科
の
教
員
、
時
に
は
学
科
長

の
職
も
含
ま
れ
た
。
中
で
も
エ
グ
リ
は
当
時
、
建
築
教
育
の
中
心
的
機
関
で
あ
っ
た
芸
術
ア
カ
デ
ミ
ー
の
教
授
兼
学
科
長

で
あ
り
、
同
校
の
教
育
実
践
だ
け
で
な
く
、
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
改
革
に
も
取
り
組
ん
だ
。
芸
術
ア
カ
デ
ミ
ー
で
実
施

さ
れ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
は
、
他
機
関
に
も
変
革
の
流
れ
を
生
み
、
共
和
国
期
の
建
築
教
育
の
礎
を
築
い
た
と
評
価
さ

れ
て
い
る
。

　

後
者
、
す
な
わ
ち
教
育
省
実
務
局
で
の
職
は
、
ト
ル
コ
国
内
の
官
庁
や
教
育
施
設
の
設
計
と
建
設
で
あ
っ
た
。

一
九
二
七
年
、
最
初
に
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
建
築
家
と
し
て
着
任
し
た
外
国
人
は
、
ク
レ
メ
ン
ス
・
ホ
ル
ツ
マ
イ
ス
タ
ー
で
、

そ
の
後
、
局
長
と
し
て
エ
グ
リ
や
タ
ウ
ト
が
任
務
に
つ
き
、
大
学
や
高
校
の
校
舎
を
手
が
け
た
。
以
上
の
よ
う
に
、
高
等
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教
育
機
関
で
の
教
育
実
践
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
、
お
よ
び
教
育
省
で
の
実
務
が
外
国
人
建
築
家
の
正
式
な
仕
事
だ
っ
た

が
、
教
育
省
の
許
可
を
得
ら
れ
れ
ば
、
こ
れ
以
外
に
も
設
計
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
受
け
る
こ
と
は
可
能
だ
っ
た
。

　　

共
和
国
政
府
は
、
外
国
人
建
築
家
の
力
を
借
り
つ
つ
、
西
洋
的
な
街
並
み
の
創
出
を
順
調
に
進
め
て
行
っ
た
。
ケ
マ
ル

大
統
領
が
自
ら
の
欧
化
政
策
の
中
で
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
西
洋
建
築
を
求
め
た
の
か
、
明
確
な
言
葉
は
残
さ
れ
て
い
な

い
。
そ
れ
を
裏
付
け
る
か
の
よ
う
に
、
こ
の
時
代
の
公
共
建
築
の
デ
ザ
イ
ン
に
は
、
ト
ル
コ
の
伝
統
様
式
が
避
け
ら
れ
、

な
ん
ら
か
の
西
洋
様
式
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
そ
れ
で
十
分
と
い
う
姿
勢
が
読
み
取
れ
る
。
外
国
人
建
築
家
の

多
く
は
、
彼
ら
の
出
身
地
の
様
式
を
そ
の
ま
ま
首
都
ア
ン
カ
ラ
に
持
ち
込
ん
だ
た
め
、
ト
ル
コ
の
街
並
み
に
は
突
然
、
中

欧
地
方
の
建
築
が
出
現
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
芸
術
ア
カ
デ
ミ
ー
の
教
員
で
ト
ル
コ
人
建
築
家
の
セ
ダ
ト
・
ハ
ッ
ク
・
エ

ル
デ
ム
は
、
ア
ン
カ
ラ
の
街
並
み
に
現
れ
た
中
欧
建
築
に
違
和
感
を
訴
え
、
新
生
ト
ル
コ
共
和
国
の
新
建
築
は
ト
ル
コ
独

自
の
建
築
伝
統
の
中
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
説
い
た
。
そ
れ
を
阻
む
要
素
の
ひ
と
つ
で
も
あ
る
外
国
人
建
築

家
に
公
共
建
築
の
設
計
が
委
ね
ら
れ
て
い
る
状
況
に
、
疑
問
を
呈
し
た
。

　

し
か
し
そ
の
改
善
は
す
ぐ
に
実
現
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
当
時
の
社
会
で
は
ト
ル
コ
人
建
築
家
が
大
規
模
公
共
事

業
を
受
注
し
づ
ら
い
状
況
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
共
和
国
初
期
の
ト
ル
コ
人
建
築
家
ゼ
キ
・
サ
ヤ
ル
は
、建
築
雑
誌
﹃
ア

ル
キ
テ
ク
ト
﹄
の
中
で
、
外
国
人
建
築
家
パ
ウ
ル
・
ボ
ナ
ツ
が
国
内
の
設
計
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
巧
み
に
受
注
し
て
い
く
様

子
を
白
日
の
下
に
さ
ら
し
て
い
る
。
外
国
人
建
築
家
の
活
動
は
、
そ
れ
を
優
遇
し
よ
う
と
す
る
ト
ル
コ
政
府
関
係
者
の
存

在
と
も
絡
み
合
っ
て
お
り
、
サ
ヤ
ル
は
、
フ
ァ
リ
フ
・
ル
フ
ク
・
ア
タ
イ
の
よ
う
な
一
部
の
官
僚
が
外
国
人
建
築
家
の
質
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を
見
極
め
も
せ
ず
登
用
す
る
こ
と
を
疑
問
視
し
、
専
門
家
で
あ
る
建
築
家
が
判
断
す
る
必
要
性
を
訴
え
た
。
建
築
設
計
競

技
が
行
わ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
ト
ル
コ
人
建
築
家
に
も
平
等
に
門
戸
が
開
か
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
、
当
時
の
閉
鎖
的
状

況
の
改
善
を
訴
え
た
。

　

ト
ル
コ
建
築
界
に
お
け
る
外
国
人
建
築
家
の
活
動
は
、
建
築
教
育
の
場
面
で
は
概
ね
肯
定
的
に
捉
え
ら
れ
た
も
の
の
、

設
計
作
品
に
お
い
て
は
高
く
評
価
さ
れ
た
と
は
言
い
難
く
、
二
〇
世
紀
後
半
に
は
幕
を
下
ろ
す
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
外

国
人
建
築
家
の
作
品
に
対
す
る
批
判
的
視
点
が
、
共
和
国
独
自
の
新
建
築
の
探
究
と
い
う
目
標
を
よ
り
明
瞭
に
し
た
と
考

え
れ
ば
、
そ
の
作
品
群
も
ま
た
ト
ル
コ
建
築
史
に
お
い
て
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
要
素
の
ひ
と
つ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

（
本
学
文
学
部
准
教
授
）


